
 

 

  
 

【色目】萩重 ＜表：紫 裏：二藍＞ 
 

「はぎがさね」はその名の通り、

秋の七草の一つ、萩の花の重なり

を表したもの。秋風に揺れる萩の

様はとてもゆかしく、紫系の濃淡

の組み合わせで、自然ならではの

花色の繊細さ・複雑さ・曖昧さを

表現しているようで面白い。 

「二藍（ふたあい）」は、アイと

ベニバナの二種の染料を使って重ね染めすることで得られる色

だとか。高価な紫根染めに頼らない紫として、男女を問わず愛好

されたという。 

 

花材は、紫系の花を店頭でよく見かけるスターチスと、メガホ

ン状の花の内側がレアな濃い紫のカラー。実はカラーの本当の花

はメガホン状の部分ではなく、その中の棒状のもの。メガホン状

のものは花を守る仏炎苞＜ぶつえんほう＞というものだ。 

 

 

 

  
 

【色目】菊重 ＜表：白 裏：淡紫＞ 
 

白菊と黄菊しかなかっ

た平安時代だが、色目「蘇

芳菊」「花菊」にもあるよ

うに、白菊が枯れて赤っぽ

い紫系の色になってゆく

姿も愛でたそうだ。『伊勢

物語』の一節にも、「～白

菊の移ろふ色～」という歌

がある。この「菊重」は枯れはじめだろうか、淡い紫だ。 

 

 花材はアジサイと、

上記と同じカラー。左

は、いろんな葉っぱ類

をプラスしたもの。 
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